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或
は
種
々
の
制
限
に
よ
り
多
少
の
手
抜
き
を
し
て

お
ら
れ
る
が
、
将
来
の
古
文
書
学
の
確
立
や
不
慮

の
事
態
に
備
え
る
た
め
に
も
、
是
非
凡
ゆ
る
資
料

が
蒐
集
、
計
測
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
又
手
並
に

も
留
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
李
幾
の
述
べ
ら
れ

る
如
く
、
　
「
教
旨
」
　
（
任
命
書
）
は
形
式
は
単
純

で
は
あ
る
が
、
個
人
の
経
歴
を
知
る
に
は
必
須
な

も
の
で
あ
り
、
決
し
て
疎
か
に
さ
れ
て
は
な
ら
な

い
。
撮
影
器
具
が
完
備
さ
れ
、
網
羅
的
に
調
査
が

継
続
さ
れ
ん
こ
と
を
切
望
し
て
止
ま
な
い
。

　
更
に
失
礼
を
顧
み
ず
述
べ
れ
ば
、
ソ
ウ
ル
以
外

の
学
者
に
は
、
そ
の
学
問
の
志
向
や
方
法
論
に
於

て
、
ソ
ウ
ル
大
学
校
を
中
心
と
す
る
、
い
わ
ぼ

「
ソ
ウ
ル
学
派
」
の
亜
流
と
も
言
う
べ
き
人
々
が

甚
だ
多
い
。
し
か
る
に
本
書
は
地
方
性
を
活
か
し

た
ま
さ
に
好
個
の
例
で
、
か
く
も
多
く
の
資
料
を

発
掘
、
呈
示
さ
れ
た
る
こ
と
、
学
会
へ
の
貢
献
極

め
て
多
大
と
言
い
得
よ
う
。
同
様
な
作
業
が
、
各

地
方
、
各
分
野
に
行
わ
れ
ん
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
筆
者
は
語
学
の
徒
で
あ
り
、
本
来
紹
介
に
当
た

る
べ
く
も
な
い
が
、
以
前
古
文
書
に
関
心
を
も
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
勧
め
ら
れ
る
ま
ま
に
筆
を
執
っ

た
。
正
鵠
を
逸
し
た
り
、
誤
解
し
た
所
あ
る
や
も

知
れ
な
い
が
、
寛
恕
を
乞
い
た
い
。

　
　
　
　
（
　
九
八
一
年
　
○
月
韓
国
嶺
南
大
学
校

斑
族
文
化
研
究
所
資
料
叢
書
第
二
輯
　
嶺
南

大
学
校
出
版
都
　
四
五
〇
〇
〇
ウ
オ
ン
）

（
藤
本
幸
夫
　
富
山
大
学
人
文
学
部
助
教
授
）

ムt

止
口

　
去
る
六
月
一
〇
日
（
木
）
開
催
さ
れ
た
昭

和
五
七
年
度
春
季
定
例
の
理
事
会
・
評
議
員

会
に
お
い
て
、
つ
ぎ
の
案
件
が
承
認
・
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

一
、
　
「
史
林
」
編
集
報
告

二
、
　
昭
和
↑
五
六
年
度
決
櫨
昇
等
止
口
、
お
よ
び
昭

　
和
五
七
年
度
予
算
案

三
、
役
員
交
代

　
新
理
事
長
に
岸
俊
男
、
新
常
務
理
事
に

越
智
武
臣
両
氏
が
選
任
さ
れ
、
旧
理
事

　
長
樋
口
隆
康
氏
は
理
事
に
、
旧
常
務
理

事
応
地
利
閣
氏
は
評
議
員
に
復
帰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

史
学
研
究
会

受
贈
図
書

　
（
一
九
八
一
年
四
月
二
一
日
～
五
月
一
コ
日
）

研
究
年
報
（
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
文
化
研
究
所
）

　
一
五

東
京
商
船
大
学
研
究
報
告
　
一
一
二

歴
史
手
帖
（
名
著
出
版
）
　
九
一
四
、
五

文
学
論
叢
（
愛
知
大
学
）
　
六
六

東
洋
史
研
究
（
京
都
大
学
）
　
三
九
i
四

日
本
歴
史
（
日
本
歴
史
学
会
）
　
三
九
五
、
三
九

　
六

芸
林
（
芸
林
会
）
　
二
九
i
四

立
命
館
法
学
　
一
五
〇
～
一
五
四

霞
。
。
8
ユ
。
。
。
ぎ
N
鼠
冨
。
プ
目
一
業
　
二
三
一
一
三

考
古
（
中
国
社
会
科
学
院
）
　
一
九
七
九
一
五
、

　
一
九
八
一
－
一
、
二

考
古
学
報
（
同
）
　
一
九
八
一
－
鴎

立
命
館
文
学
　
四
二
四
～
四
二
六

経
済
科
学
（
名
古
屋
大
学
）
　
二
八
一
四

史
游
（
学
習
院
大
学
）
　
六

胃
君
斗
舜
（
朝
鮮
社
会
科
学
院
）
　
　
一
九
八
一
－

　
一

∩
○
ω
国
↓
Ω
〈
〉
国
①
↓
瓢
○
「
℃
〉
⇔
寓
ぬ
　
一
九
八

　
一
一
一
、
二

人
文
研
究
（
大
阪
市
立
大
学
）
　
三
二
（
四
～
一
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’

　
一
分
儒
）

国
家
学
会
雑
誌
（
東
京
大
学
）
　
九
四
i
三
・
四

経
済
研
究
（
一
橋
大
学
）
　
三
二
i
ニ

オ
リ
エ
ソ
ト
（
日
本
オ
リ
エ
ン
ト
学
会
）

　
二
三
一
二

村
上
直
校
訂
、
江
戸
幕
府
郡
代
代
官
史
料
集

　
（
近
藤
出
版
社
）

古
代
文
化
（
古
代
学
協
会
）
　
三
三
一
五

臼
本
史
研
究
（
日
本
史
研
究
会
）
　
二
二
四

社
会
経
済
史
学
（
早
稲
田
大
学
）
　
四
六
！
六

一
橋
論
叢
　
八
五
－
四
、
五

民
族
学
研
究
（
日
本
民
族
学
会
）
　
四
五
一
四

神
道
宗
教
（
薗
学
院
大
学
）
　
一
〇
ニ

シ
ャ
ル
ル
・
ペ
ラ
文
庫
目
録
（
九
州
大
学
）

皇
学
館
大
学
紀
要
　
一
九

宇
大
史
学
（
宇
都
宮
大
学
）
　
二

朴
潮
三
智
（
朝
鮮
社
会
科
学
院
）

　
一
九
八
O
l
一
、
二

民
族
研
究
（
中
国
社
会
科
学
院
）
　
一
九
八
一
i

　
二

井
上
満
郎
著
、
京
都
　
躍
動
す
る
古
代
（
ミ
ネ
ル

　
ヴ
ァ
二
千
）

文
書
課
事
務
簿
（
福
岡
大
学
研
究
所
資
料
叢
書
第

　
三
冊
）

富
山
県
史
　
通
史
編
V
　
近
代
上

正
倉
院
年
報
　
三

駿
台
史
学
（
明
治
大
学
）
　
五
一
、
五
二

日
本
常
民
文
化
紀
要
（
成
城
大
学
）
　
七

史
学
雑
誌
（
東
京
大
学
）
　
九
〇
一
－
四

世
界
歴
史
（
中
国
社
会
科
学
院
）

　
一
九
八
一
－
一
・
二

¢σ

k弓

n
↓
工
凄
く
自
℃
じ
瑚
¢
o
鐵
胸
臨
＝
O
↓
○
で
寓
駕

　
一
九
八
一
一
一

〇
¢
切
目
両
二
日
O
O
窺
興
国
真
日
Q
Q
O
閃
》
○
レ
∪
国
ソ
自
○

　
｝
O
d
菊
冥
》
r
Q
o

　
（
学
会
誌
刊
行
セ
ン
タ
ー
）
　
一
九
七
九

岐
阜
経
済
大
学
論
集
　
一
五
一
一

研
究
紀
要
（
尾
道
短
期
大
学
）
　
三
〇

神
道
学
（
出
雲
大
社
）
　
一
〇
九

東
方
学
報
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）
　
五

　
三

人
文
社
会
科
学
研
究
集
報
（
鈴
峯
女
子
短
期
大
学
）

　
二
七

編
　
集
　
後
　
記

　
梅
雨
も
あ
け
て
、
紙
面
祭
も
終
わ
り
、
京
都
は

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

例
年
通
り
、
う
だ
る
暑
さ
で
す
。
皆
様
に
も
、
暑

中
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
六
五
巻
四
号
を
お

届
け
し
ま
す
。

　
本
号
に
は
、
村
田
先
生
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
の

集
大
成
の
如
き
ご
論
考
を
は
じ
め
、
社
会
福
祉
団

体
同
善
会
を
論
じ
て
一
部
心
性
の
問
題
に
ま
で
ふ

み
こ
ん
だ
夫
馬
論
文
、
古
代
史
の
宿
命
と
し
て
史

料
が
零
細
で
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の

方
法
を
ウ
ガ
リ
ト
文
書
の
場
合
を
通
し
て
呈
示
し

た
近
藤
論
文
、
そ
し
て
や
は
り
限
ら
れ
た
資
料
な

が
ら
、
綿
密
な
型
式
分
類
に
よ
っ
て
屠
竜
・
単
鳳

環
頭
大
刀
を
編
年
し
、
政
治
史
へ
の
見
通
し
に
ふ

れ
た
新
納
論
文
と
、
多
彩
な
内
容
を
掲
載
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
吟
味
下
さ
い
。

　
た
だ
論
説
以
外
と
し
て
、
藤
本
氏
の
、
朝
鮮
古

文
書
学
の
必
要
性
に
も
ふ
れ
た
紹
介
を
一
本
得
た

の
み
で
、
甚
だ
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
に
欠
け
る
構
成
と

な
り
ま
し
た
。
ノ
ー
ト
・
動
向
・
書
評
の
投
稿
を

お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
（
田
中
）

一
九
八
謙
年
轟
ハ
月
二
五
口
H
印
…
桐

一
九
八
二
年
七
月
一
潮
発
行

史
発
行
人

印
刷
所

定
価
九
〇
〇
円

林
　
　
　
（
第
山
ハ
五
巻
第
囚
一
号
）

京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

京
都
大
学
文
学
部

　
史
　
学
　
研
　
究
　
会

　
　
　
　
　
振
替
京
都
七
i
五
一
五
五
番

　
理
事
長
　
　
岸
　
　
　
俊
　
男

　
京
都
帯
下
京
区
七
条
御
所
ノ
内
中
町
五
〇

　
中
村
印
刷
株
式
会
社
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